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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、腫瘍壊死因子（TNF）によって急速に発現が誘導される遺伝子として同定されました。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ジンクフィンガータンパク質およびユビキチン編集酵素であり、NF-κBの活性化およびTNFを介したアポトーシスを阻害することが示されています。コードされるタンパク質は、ユビキチンリガーゼおよび脱ユビキチン化酵素の両方の活性を持ち、サイトカインを介した免疫応答および炎症応答に関与しています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2012年7月]、機能：NAF1と相互作用し、RIPまたはTRAF2を介した転写活性化シグナルを阻害することで、TNF誘導性NF-κB依存性遺伝子発現を阻害します。プログラム細胞死の阻害剤です。リンパ系の機能に役割を果たしており、TNFのin vivo効果に寄与している可能性があります（類似性による）。 'Lys-48'または'Lys-63'結合ポリユビキチン鎖に対する脱ユビキチン化活性を有する。,誘導：TNF-αによる。,類似性：ペプチダーゼC64ファミリーに属する。,類似性：1つのOTUドメインを含む。,類似性：7つのA20型ジンクフィンガーを含む。,サブユニット：ホモ二量体。NAF1、TAX1BP1、およびTRAF2と相互作用する。,
	研究分野
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	TNAP3抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNAP3抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	A20ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	A20ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

